
図1　開始点を0としたときの移動体測位データのプロット
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（a）CLAS，MADOCA，ローカル・エリアRTKのプロットの重ね合わせ （b）ある地点50 cm四方の拡大図
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測位精度です．測位時の機器の構成を図2に示します．
これらの機器を台車に乗せ，写真1のように一辺
2.6 mの四角を手押しで3周します．CLAS，MADOCA，
ローカル・エリアRTKの3つの方式で，同じアンテ
ナを使って同時に測位したデータを取得しました．
　衛星測位では，受信アンテナの中心の位置情報が出
力されるので，3方式の出力位置の差を比較すること
ができます．図1はCLAS，MADOCA，ローカル・
エリアRTKの3つの測位プロットを合わせた結果で
す．3周しても大きくずれることなく，精密に軌跡を
再現しています．プロットの一部を拡大すると，
CLASとMADOCAは，ローカル・エリアRTKを基

実際のみちびき対応レシーバの性能

● 動的測位時
　図1に示すのは本章の例題MJ−3008−GM4−QZSの

　測位受信機MJ−3008−GM4−QZS（マゼランシス
テムズジャパン製）で，CLAS方式とMADOCA方
式の測位データを取得し，精度を確認しました．リ
ファレンスとして，1周波（GPSとGLONASSのL1）
対応のローカル・エリアRTK測位受信機でもデータ
を取得しています．RTK測位受信機の精度は，動
的測位で5 cm（実効値）程度です．
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ボード（Nucleo−F446RE）/教材キット付き］
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第6章

岸本 信弘 Nobuhiro Kishimoto

解剖！みちびき対応
センチメートル・レシーバ
とアンテナ

RFアナログ回路，コンピュータ，
FPGAを搭載したソフトウェア無線機 1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

http://shop.cqpub.co.jp/hanbai/books/MTR/MTR201902.html

	p067.pdf
	p067.pdf


